
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・

曽我主査

宮本主任

昨
年
、
国
土
交
通
省
よ
り
「
下
水
道
施
設
の
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
手
法
に
関
す
る
手
引
き
」
が
提
示
さ
れ
た
。
下
水
道
長
寿
命
化
支
援

制
度
な
ど
と
合
わ
せ
、
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新
・
維
持
管
理
に

向
け
た
施
策
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、

下
水
道
の
�
顔
�
と
し
て
市
民
生
活
と
直
に
接
す
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た

に
つ
い
て
は
、
体
系
的
な
調
査
・
診
断
・
更
新
手
法
が
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
そ
う
し
た
動
き
が
十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い
の
も
事
実
だ
。
し
か

し
昨
年
度
、
下
水
道
新
技
術
推
進
機
構
が
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
マ
ン
ホ
ー

ル
工
業
会
や
次
世
代
型
高
品
位
グ
ラ
ウ
ン
ド
マ
ン
ホ
ー
ル
推
進
協
会
、

大
手
水
コ
ン
数
社
と
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の
計
画
的
・
総
合
的
な
維
持
管

理
に
関
す
る
共
同
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し

て
取
り
ま
と
め
た
。
こ
れ
ま
で
対
症
療
法
的
な
維
持
管
理
し
か
で
き
な

か
っ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
に
関
し
て
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
的
手

法
を
用
い
た
計
画
的
な
維
持
管
理
を
行
う
た
め
の
基
礎
が
よ
う
や
く
で

き
た
と
言
え
る
。
本
特
集
で
は
、
こ
う
し
た
動
き
に
先
が
け
、
下
水
道

用
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の
計
画
的
な
更
新
・
維
持
管
理
に
取
り
組
ん
で
い

る
自
治
体
を
取
材
。
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
を
対
象
と
し
た
長
寿
命
化
計
画

策
定
の
背
景
や
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
へ
の
期
待
な
ど
を
聞
い
た
。

神
奈
川
県
平
塚
市

対対
症症
療療
法法
かか
らら

計計
画画
的的
更更
新新
へへ

平
塚
市
は
、
神
奈
川
県
の

中
央
部
に
あ
り
、
南
は
相
模

湾
、
東
は
相
模
川
、
西
は
金

目
川
に
囲
ま
れ
た
地
勢
と
な

っ
て
い
る
。
地
形
は
概
ね
平

坦
。
沿
岸
隆
起
に
よ
る
沖
積

層
と
河
川
の
運
搬
に
よ
り
形

成
さ
れ
た
砂
礫
層
が
主
な
地

質
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
�
年
に
事
業
着
手
し

た
同
市
の
下
水
道
は
、
県
の

相
模
川
流
域
下
水
道
に
接
続

す
る
流
域
関
連
公
共
下
水
道

と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、

昭
和
�
年
に
一
部
供
用
を
開

始
し
、都
市
の
健
全
な
発
展
、

公
衆
衛
生
の
向
上
、
公
共
用

水
域
の
水
質
保
全
に
寄
与
し

て
き
た
。
全
体
計
画
区
域
約

３
６
３
１
ha
の
う
ち
、
約
３

５
４
８
ha
の
事
業
認
可
を
取

得
し
て
い
る
。
現
在
の
汚
水

整
備
率
は
約
�
％
。
先
行
し

て
整
備
し
た
Ｊ
Ｒ
平
塚
駅
周

辺
地
域
は
合
流
式
、
そ
の
他

の
地
域
は
分
流
式
と
な
っ
て

い
る
。
整
備
済
み
管
路
は
合

流
・
汚
水
・
雨
水
を
合
わ
せ

て
約
１
０
６
５
㌔
。
多
く
は

昭
和
�
～
�
年
代
に
整
備
さ

れ
て
い
る
。

「
汚
水
管
の
面
的
整
備
が

ほ
ぼ
終
了
し
た
現
在
、
汚
水

に
関
し
て
は
維
持
管
理
の
時

代
に
入
っ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
現
在
策
定
中
の
平

塚
市
下
水
道
中
期
ビ
ジ
ョ
ン

で
も
長
寿
命
化
と
耐
震
化
の

必
要
性
を
謳
っ
て
お
り
、
特

に
国
道
１
号
、
１
２
９
号
な

ど
の
緊
急
輸
送
路
の
車
道
部

に
布
設
さ
れ
て
い
る
管
路
に

つ
い
て
は
早
急
に
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
と
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
の
は
、
曽
我
生

郎
・
同
市
土
木
部
下
水
道
整

備
課
下
水
道
計
画
担
当
主

査
。
続
け
て
「
ま
ず
は
、
市

内
で
最
も
初
期
に
整
備
し
た

合
流
区
域
で
の
長
寿
命
化
対

策
に
着
手
し
、
そ
の
後
は
他

の
地
域
に
対
策
範
囲
を
広
げ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
」

と
説
明
す
る
。

同
市
に
お
け
る
下
水
道
管

路
の
長
寿
命
化
計
画
は
平
成

�
年
度
に
関
東
地
方
整
備
局

の
同
意
を
得
て
い
る
。
そ
の

中
で
は
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
も

対
象
に
し
て
い
る
。「
こ
れ

ま
で
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の

維
持
管
理
で
は
、
壊
れ
た
と

き
や
不
都
合
が
あ
っ
た
と
き

な
ど
に
対
応
す
る
対
症
療
法

的
な
も
の
が
中
心
で
し
た
。

管
路
の
長
寿
命
化
計
画
を
策

定
す
る
と
き
も
当
初
は
マ
ン

ホ
ー
ル
ふ
た
を
含
め
て
は
い

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
５
割

の
国
庫
補
助
金
を
い
た
だ
け

れ
ば
、
更
新
量
を
倍
に
で
き

る
の
で
積
極
的
に
実
施
す
る

べ
き
だ
と
い
う
内
部
の
意
見

も
あ
り
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た

の
更
新
も
含
め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
」。

今
回
の
長
寿
命
化
計
画
の

対
象
区
域
は
、
平
塚
駅
北
側

地
区
に
あ
る
第
�
処
理
分
区

の
第
４
分
区
で
面
積
は
約
１

２
０
ha
。
平
成
�
～
	
年
度

の
５
カ
年
で
老
朽
化
し
た
管

路
施
設
の
改
築
更
新
を
行
っ

て
い
く
。
分
区
内
は
す
べ
て

合
流
管
が
布
設
さ
れ
て
お
り

総
延
長
は
約
�
㌔
。
曽
我
主

査
は
「
こ
れ
ら
の
管
路
に
つ

い
て
は
、
定
期
的
に
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
整

備
か
ら
か
な
り
の
年
月
が
経

過
し
て
い
る
の
で
、
老
朽
化

・
劣
化
が
著
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
道
路
内
は

地
下
埋
設
物
が
輻
輳
し
て
お

り
、
布
設
替
え
に
よ
る
管
路

更
新
は
困
難
で
す
。そ
こ
で
、

長
寿
命
化
計
画
の
策
定
が
急

務
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」
と

説
明
す
る
。

単単
独独
事事
業業
でで
もも

更更
新新
進進
めめ
るる

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
長
寿
命
化
計
画
で
の
国

庫
補
助
対
象
の
管
路
約


㌔

を
対
象
に
カ
メ
ラ
や
目
視
に

よ
る
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の

際
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
に
つ

い
て
も
調
査
し
て
い
る
。「
第

４
分
区
内
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ

た
は
約
１
０
０
０
基
あ
り
、

補
助
対
象
管
路
上
だ
け
で
も

３
４
８
基
も
あ
り
ま
す
。
今

回
は
独
自
の
基
準
を
設
け
て

調
査
を
行
い
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ

の
３
ラ
ン
ク
に
分
類
し
ま
し

た
。
Ａ
判
定
に
な
る
と
更
新

の
必
要
性
が
高
い
こ
と
に
な

り
ま
す
」。

調
査
の
結
果
、
車
道
部
に

お
け
る
標
準
耐
用
年
数
の
�

年
以
上
、
そ
の
他
の
歩
道
部

等
に
お
け
る
標
準
耐
用
年
数

の
�
年
以
上
を
経
過
し
た
マ

ン
ホ
ー
ル
ふ
た
は
す
べ
て
Ａ

判
定
と
な
っ
た
。
ま
た
、
標

準
耐
用
年
数
未
満
で
あ
っ
て

も
Ａ
判
定
と
な
っ
た
も
の
を

合
わ
せ
る
と
２
４
７
基
に
な

っ
た
。

「
こ
の
中
で
、
５
カ
年
の

計
画
期
間
内
で
更
新
す
べ
き

マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の
選
別
を

行
い
ま
し
た
。
設
置
年
度
が

古
く
て
も
浮
上
防
止
機
能
等

の
現
在
の
基
準
に
ほ
ぼ
適
合

し
て
お
り
、
ま
た
傷
み
も
少

な
い
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
や
、

処
分
制
限
期
間
未
満
の
マ
ン

ホ
ー
ル
ふ
た
な
ど
は

要
経

過
観
察
�
と
し
て
今
回
の
更

新
対
象
に
は
含
め
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
結
果
、
２
０
１

基
に
つ
い
て
更
新
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
」
と
曽
我
主

査
は
説
明
す
る
。
単
純
に
年

間
平
均
�
基
ペ
ー
ス
で
の
更

新
に
な
る
が
、
こ
れ
は
あ
く

ま
で
も
国
庫
補
助
対
象
の
マ

ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の
み
で
あ

り
、
同
時
に
実
施
す
る
予
定

の
単
独
事
業
分
も
合
わ
せ
れ

ば
、
そ
の
数
は
さ
ら
に
増
え

る
。
な
お
、
単
独
事
業
分
の

マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
に
つ
い
て

は
、
そ
の
都
度
現
地
調
査
を

実
施
し
て
更
新
の
必
要
性
を

判
断
し
て
い
く
と
い
う
。

今
回
の
長
寿
命
化
計
画
に

お
い
て
、
同
市
が
更
新
す
る

マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
は
一
部
に

過
ぎ
な
い
。
現
在
、
平
塚
駅

南
側
の
第
�
処
理
分
区
の
第

１
～
３
分
区
に
お
い
て
も
長

寿
命
化
計
画
を
策
定
中
で
あ

る
が
、
対
象
と
な
る
マ
ン
ホ

ー
ル
ふ
た
は
６
０
０
基
以
上

に
な
る
見
込
み
だ
。「
マ
ン

ホ
ー
ル
ふ
た
の
更
新
は
、
平

成
�
年
度
以
降
は
長
寿
命
計

画
を
策
定
し
て
い
な
い
と
国

庫
補
助
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
、
採
択
し
て
も

ら
う
た
め
の
わ
か
り
や
す
い

フ
ロ
ー
を
ど
こ
か
で
作
っ
て

い
た
だ
く
と
、
当
市
だ
け
で

は
な
く
他
の
自
治
体
で
も
計

画
策
定
が
進
む
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
汚

水
管
路
、
雨
水
管
路
、
合
流

管
路
に
よ
る
違
い
、
幹
線
道

路
、
そ
の
他
道
路
に
よ
る
違

い
、
車
道
、
歩
道
に
よ
る
違

い
を
条
件
に
し
て
計
画
策
定

に
向
け
た
フ
ロ
ー
が
あ
る
と

良
い
と
思
い
ま
す
」
と
曽
我

主
査
は
指
摘
す
る
。

一
方
で
、
長
寿
命
化
計
画

を
策
定
し
な
く
て
も
マ
ン
ホ

ー
ル
ふ
た
の
更
新
に
補
助
金

や
交
付
金
の
支
援
が
得
ら
れ

な
い
か
と
曽
我
主
査
は
訴
え

る
。「
管
路
や
ポ
ン
プ
場
等

の
改
築
更
新
を
行
う
際
に
長

寿
命
化
計
画
の
策
定
が
義
務

付
け
ら
れ
る
の
は
当
然
の
こ

と
だ
と
考
え
ま
す
が
、
マ
ン

ホ
ー
ル
ふ
た
は
消
耗
品
で

す
。
本
来
な
ら
�
基
し
か
更

新
で
き
な
い
財
政
力
の
自
治

体
で
も
、
国
庫
補
助
金
や
交

付
金
が
あ
れ
ば
そ
の
倍
の
�

基
の
更
新
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
ど
の
自
治
体
も
定
期
的

に
な
る
べ
く
多
く
の
マ
ン
ホ

ー
ル
ふ
た
を
更
新
し
た
い
と

考
え
て
い
る
は
ず
で
す
か

ら
、
そ
の
よ
う
な
配
慮
を
し

て
い
た
だ
け
る
と
助
か
る
自

治
体
は
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」。

マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
は
下
水

道
と
市
民
を
つ
な
ぐ
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
適
切
に
更
新

す
る
こ
と
が
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
に
も
つ
な
が
る
。
同
市

の
先
駆
的
な
取
り
組
み
は
そ

の
好
例
に
な
る
は
ず
だ
。

長
野
県
塩
尻
市

視視
点点
はは
ああ
くく
まま
でで
もも

住住
民民
のの
安安
全全
確確
保保

塩
尻
市
は
松
本
盆
地
の
南

端
、
長
野
県
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
太
平
洋
側
と
日
本

海
側
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
。

周
囲
に
北
ア
ル
プ
ス
、
高
ボ

ッ
チ
山
、
さ
ら
に
は
中
央
ア

ル
プ
ス
の
山
脈
を
の
ぞ
む
人

口
６
万
８
千
人
の
農
・
工
業

都
市
。
特
産
の
ぶ
ど
う
が
生

み
出
す
ワ
イ
ン
は
世
界
に
そ

の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
。

公
共
下
水
道
事
業
（
塩
尻

処
理
区
）
は
昭
和
�
年
に
建

設
に
着
手
し
�
年
に
供
用
を

開
始
し
た
。
普
及
率
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
と
高
い
。
下
水
管

き
ょ
は
雨
水
と
汚
水
合
わ
せ

て
３
２
５
㌔
の
ス
ト
ッ
ク
が

あ
る
。

整
備
開
始
以
来
�
年
近
い

年
月
が
経
過
し
、
管
路
、
処

理
場
施
設
と
も
に
老
朽
化
が

進
み
、
計
画
的
な
改
築
・
更

新
が
事
業
持
続
へ
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
下
水
管
き
ょ

は
耐
用
年
数
の
�
年
ま
で
残

り
�
年
ほ
ど
あ
る
も
の
の
、

適
化
法
�
条
に
基
づ
く
処
分

期
限
で
あ
る
�
年
を
超
え
る

管
が
�
㌔
ほ
ど
あ
る
。

市
は
平
成
�
年
度
か
ら
３

カ
年
計
画
で
、
既
設
の
下
水

道
管
き
ょ
の
計
画
的
な
更
新

を
目
的
に
「
長
寿
命
化
全
体

構
想
」
の
策
定
と
「
長
寿
命

化
対
策
計
画
」
の
立
案
を
進

め
た
。「
従
来
の
よ
う
な
道

路
陥
没
後
の
改
築
と
い
う
よ

う
な
事
後
対
応
で
は
市
民
生

活
に
大
き
な
支
障
が
で
る
だ

け
で
な
く
、
コ
ス
ト
的
に
も

不
経
済
と
な
り
ま
す
」「
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
観
点
も

踏
ま
え
、
長
寿
命
化
対
策
を

含
む
計
画
的
更
新
を
進
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
、
計

画
の
推
進
を
引
き
継
ぐ
建
設

維
持
課
下
水
道
係
の
宮
本
貴

章
・
主
任
は
振
り
返
る
。
国

交
省
が
平
成
�
年
度
に
創
設

し
た
『
下
水
道
長
寿
命
化
支

援
制
度
』
に
素
早
く
対
応
し

た
か
た
ち
だ
。

塩
尻
市
は
下
水
管
路
の
長

寿
命
化
に
あ
た
り
マ
ン
ホ
ー

ル
ふ
た
に
も
着
目
し
、
そ
の

長
寿
命
化
に
も
取
り
組
む
こ

と
に
し
た
。「
マ
ン
ホ
ー
ル

ふ
た
表
面
の
摩
耗
に
よ
る
ス

リ
ッ
プ
事
故
や
豪
雨
時
の
飛

散
な
ど
、
市
民
の
日
常
生
活

や
社
会
活
動
に
重
大
な
影
響

が
及
ぶ
よ
う
な
事
故
や
機
能

低
下
は
未
然
に
防
が
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
」。
視
点
は

あ
く
ま
で
も
住
民
の
安
全
確

保
に
あ
る
。

長
寿
命
化
計
画
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
ま
ず
、
既
存
情

報
の
収
集
・
整
理
の
た
め
、

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

視
点
を
取
り
入
れ
た
「
長
寿

命
化
計
画
全
体
構
想
」
を
先

行
さ
せ
た
。
現
状
を
把
握
す

る
た
め
、「
整
備
か
ら
�
年
以

上
を
経
過
し
た
既
設
幹
線
�

㌔
㍍
・
マ
ン
ホ
ー
ル
５
１
５

カ
所
と
、枝
線
�
㌔
㍍
・
マ
ン

ホ
ー
ル
２
３
５
０
カ
所
の
う

ち
、
機
能
停
止
に
至
っ
た
際

の
影
響
が
大
き
い
施
設
を
対

象
に
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
を

開
け
、
目
視
と
簡
易
カ
メ
ラ

で
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
」。

市
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の

診
断
項
目
は
、「
ふ
た
違
い
」

「
不
整
合
・
ガ
タ
ツ
キ
」「
ク

ラ
ッ
ク
・
欠
け
」「
発
錆
」

「
摩
耗
」
の
５
項
目
。

優
先
順
位
を
つ
け
る
た
め

の
健
全
度
ラ
ン
ク
は
、
▽
健

全
度
�
（
使
用
で
き
な
い
状

態＝

緊
急
な
対
応
が
必
要
）

▽
健
全
度
�
（
機
能
し
て
い

る
が
劣
化
の
進
行
度
合
い
が

大
き
い
状
態＝

早
急
な
対
応

が
必
要
）
▽
健
全
度
�
（
劣

化
が
進
行
し
て
い
る
が
機
能

は
確
保
し
て
い
る＝

必
ず
し

も
直
ぐ
に
で
は
な
い
が
対
応

が
必
要
）
▽
健
全
度
�
（
機

能
上
問
題
な
い
が
劣
化
の
兆

候
が
現
れ
始
め
た＝

簡
易
な

対
応
に
よ
り
措
置
を
５
年
以

上
延
伸
で
き
る
）
▽
健
全
度

�
（
設
置
当
初
の
状
態＝

特

に
措
置
は
不
要
）
の
５
段
階

に
設
定
し
た
。

５５
年年
間間
でで
２２
７７
６６
カカ

所所
をを
更更
新新

調
査
の
結
果
、
路
面
破
損

や
錆
な
ど
早
急
な
対
応
が
必

要
な
健
全
度
�
が
�
カ
所
、

必
ず
し
も
直
ぐ
に
で
は
な
い

が
対
応
が
必
要
な
健
全
度
�

が
２
０
６
カ
所
見
つ
か
っ

た
。
機
能
不
足
、
ふ
た
周
辺

路
面
状
況
等
を
考
慮
し
、
最

終
的
に
受
け
枠
、
ふ
た
の
交

換
が
必
要
と
な
る
「
更
新
」

と
判
断
さ
れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル

ふ
た
は
２
７
６
カ
所
だ
っ

た
。マ

ン
ホ
ー
ル
本
体
で
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
が
腐
食
し
て
い

る
箇
所
は
な
か
っ
た
。ま
た
、

施
設
全
体
を
取
り
替
え
る
ほ

ど
の
劣
化
は
観
察
さ
れ
ず
、

調
整
部
の
破
損
補
修
、
斜
壁

及
び
直
壁
部
の
浸
入
水
防

止
、
足
掛
金
物
の
発
錆
の
補

修
な
ど
で
の
対
応
が
可
能
な

こ
と
が
分
か
っ
た
。

こ
の
た
め
市
は
今
後
、
国

交
省
の
長
寿
命
化
支
援
制
度

を
活
用
し
つ
つ
、
損
傷
劣
化

が
著
し
い
２
７
６
カ
所
の
マ

ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の
更
新
に
全

力
を
あ
げ
る
方
針
を
固
め

た
。
宮
本
主
任
も
、「
財
政

状
況
は
厳
し
い
が
、
市
民
の

安
全
の
た
め
に
も
５
カ
年
の

計
画
期
間
内
に
出
来
る
だ
け

多
く
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
を

更
新
し
た
い
」と
意
気
込
む
。

マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
に
関
し

て
は
、
道
路
と
し
て
の
性
能

・
機
能
を
併
せ
持
つ
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
重
要
施
設
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
下
水
道
台
帳

で
施
設
情
報
の
記
載
が
求
め

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

や
、
維
持
管
理
に
関
す
る
履

歴
情
報
の
蓄
積
が
な
か
っ
た

こ
と
、
地
方
公
共
団
体
の
厳

し
い
財
政
状
況
な
ど
に
よ
り

対
症
療
法
的
な
維
持
管
理
と

な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

市
民
の
安
全
を
守
る
こ
と
を

最
優
先
と
し
た
塩
尻
市
の
マ

ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の
計
画
的
な

更
新
へ
の
取
り
組
み
は
、
維

持
管
理
時
代
を
迎
え
た
下
水

道
事
業
の
今
後
の
方
向
と
し

て
大
い
に
注
目
さ
れ
る
こ
と

だ
ろ
う
。

鹿
児
島
県
日
置
市

調調
査査
結結
果果
をを
デデ
ーー
タタ

化化
しし
判判
定定
基基
準準
策策
定定

日
置
市
は
鹿
児
島
県
西

部
、
薩
摩
半
島
の
ほ
ぼ
中
央

部
に
位
置
し
て
い
る
。
平
成

�
年
５
月
１
日
に
、４
町（
伊

集
院
町
・
東
市
来
町
・
日
吉

町
・
吹
上
町
）
が
新
設
合
併

し
て
誕
生
し
た
。
同
市
の
行

政
区
域
内
人
口
は
約
５
万
１

１
０
０
人
、
行
政
区
域
面
積

は
２
５
３
・
０
６
平
方
㌔
で

「
地
理
的
特
性
と
歴
史
や
自

然
と
の
調
和
を
生
か
し
た
ふ

れ
あ
い
あ
ふ
れ
る
健
や
か
な

都
市
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

い
る
。

「
合
併
４
町
の
う
ち
、
公

共
下
水
道
事
業
を
実
施
し
て

い
る
の
は
、
伊
集
院
町
だ
け

で
す
。
吹
上
町
は
農
業
集
落

排
水
事
業
、
そ
の
他
の
２
町

は
合
併
浄
化
槽
で
汚
水
処
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

行
政
区
域
内
人
口
の
約
半
数

は
伊
集
院
町
に
集
中
し
て
い

ま
す
」
と
紹
介
す
る
の
は
、

宇
都
健
一
・
日
置
市
産
業
建

設
部
上
下
水
道
課
課
長
補
佐

兼
下
水
道
工
務
係
長
。

伊
集
院
町
の
公
共
下
水
道

事
業
は
、
鹿
児
島
県
住
宅
公

社
に
よ
る
妙
円
寺
団
地
の
造

成
計
画
（
２
４
０
０
世
帯
）

を
始
ま
り
と
し
て
い
る
。
団

地
造
成
工
事
の
着
手
を
踏
ま

え
、
昭
和
�
年
度
に
計
画
処

理
人
口
２
万
５
０
０
０
人
、

全
体
計
区
域
４
８
６
ha
で
、

妙
円
寺
団
地
分
（
計
画
処
理

人
口
１
万
５
０
０
人
、
計
画

処
理
区
域
面
積
１
６
９
ha
）

の
事
業
認
可
を
受
け
、
下
水

道
工
事
に
着
手
し
、
同
�
年

度
末
に
伊
集
院
終
末
処
理
場

が
供
用
開
始
し
た
。

「
伊
集
院
終
末
処
理
場
は

計
画
処
理
人
口
１
万
９
５
０

０
０
人
（
認
可
１
万
９
５
０

０
人
）、
計
画
処
理
区
域
面

積
５
７
７
ha
（
認
可
５
７
７

ha
）、
計
画
処
理
能
力
１
万

１
０
０
０
立
方
㍍
／
日
（
認

可
１
万
１
０
０
０
立
方
㍍
／

日
）
で
、
処
理
方
式
は
標
準

活
性
汚
泥
法
、
排
除
方
式
は

分
流
式
で
す
」（
新
山
勝
弘

・
同
課
下
水
道
工
務
係
主

幹
）同

市
の
市
街
化
区
域
面
積

５
７
７
ha
の
う
ち
、
４
６
７

ha
が
整
備
済
で
、
汚
水
処
理

施
設
整
備
率
は
 
・
２
％
。

ま
た
、
水
洗
化
人
口
は
１
万

５
４
５
人
で
、
水
洗
化
率
は

!
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
施
設
は
ポ
ン
プ
場
３

カ
所
や
管
渠
延
長
約
１
１
０

㌔
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
約
３

４
０
０
個
な
ど
を
整
備
し
て

い
る
が
、
特
に
マ
ン
ホ
ー
ル

ふ
た
の
老
朽
化
が
進
行
し
て

い
た
。

「
妙
円
寺
団
地
で
初
期
に

整
備
し
た
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た

の
ガ
タ
ツ
キ
が
目
立
ち
、
そ

の
騒
音
・
振
動
に
つ
い
て
相

談
を
受
け
、
取
り
替
え
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
雨
水
浸
入

も
多
い
こ
と
か
ら
、
マ
ン
ホ

ー
ル
ふ
た
の
改
築
計
画
を
策

定
し
、対
応
し
て
き
ま
し
た
」

（
宇
都
課
長
補
佐
）
と
説
明

す
る
。

併
せ
て
、
平
成
�
年
度
か

ら
、
鹿
児
島
県
土
木
部
都
市

計
画
課
生
活
排
水
対
策
室
、

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備

局
な
ど
と
協
議
を
重
ね
た
。

そ
の
中
で
両
者
か
ら
助
言
を

受
け
、
現
場
調
査
と
調
査
資

料
の
デ
ー
タ
化
を
行
い
、
独

自
の
判
定
基
準
を
策
定
し

た
。現

場
調
査
で
は
、
マ
ン
ホ

ー
ル
ふ
た
の
ガ
タ
ツ
キ
を
は

じ
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
縁
巻

き
の
破
損
や
配
筋
露
出
、
ふ

た
の
浮
き
上
が
り
、
ふ
た
の

さ
び
の
顕
著
な
発
生
な
ど
、

マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の
外
観
検

査
を
直
営
で
実
施
。
こ
の
結

果
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の
ガ

タ
ツ
キ
や
周
辺
塗
装
破
損
・

雨
水
浸
入
要
因
と
と
も
に
、

荷
重
不
足
の
存
在
な
ど
が
判

明
し
た
。

宇
都
課
長
補
佐
は
「
マ
ン

ホ
ー
ル
ふ
た
は
１
個
ず
つ
巡

視
調
査
、判
定
し
ま
し
た
の

で
、と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。

調
査
し
た
９
１
９
個
の
う

ち
、
浮
上
防
止
ロ
ッ
ク
が
な

い
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
（
昭
和

"
年
度
以
前
）
に
は
、
開
閉

バ
ー
ル
穴
が
開
い
て
お
り
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
縁
を
巻
い
た

マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
（
平
成
８

年
度
以
前
）
に
は
、
ふ
た
枠

と
接
合
部
が
ボ
ル
ト
緊
結
せ

ず
、
一
体
化
し
て
い
な
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

全全
国国
的的
にに
判判
定定
基基
準準

のの
統統
一一
をを

ま
た
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た

の
荷
重
は
現
在
、
日
本
下
水

道
協
会
規
格
（
平
成
９
年
４

月
制
定
）
を
参
考
に
、
一
般

道
路
は
Ｔ
―
�
、
歩
道
ま
た

は
大
型
車
の
交
通
量
が
少
な

い
道
路
は
Ｔ
―
�
を
使
い
分

け
て
い
ま
す
。
た
だ
、
過
去

に
設
置
さ
れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル

ふ
た
に
は
、
規
格
外
の
Ｔ
―

８
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
」

と
振
り
返
る
。

同
市
で
は
判
定
基
準
に
交

通
量
な
ど
も
考
慮
し
て
、
早

急
に
取
り
替
え
が
必
要
な
マ

ン
ホ
ー
ル
ふ
た
４
２
８
個
を

選
定
し
、
平
成
#
年
度
か
ら

５
年
間
で
取
り
替
え
る
こ
と

に
し
た
。

「
あ
く
ま
で
改
築
計
画
の

延
長
線
上
で
、
マ
ン
ホ
ー
ル

ふ
た
を
調
査
・
判
定
し
、
取

り
替
え
て
い
る
の
に
過
ぎ
な

い
と
と
ら
え
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
が
全
国
初
の
マ
ン
ホ
ー

ル
ふ
た
の
長
寿
命
化
計
画
と

な
る
と
い
う
意
識
は
、
全
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」（
宇

都
課
長
補
佐
）

同
市
で
は
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ

た
の
安
全
性
確
保
に
向
け
、

「
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
安
全

対
策
の
手
引
き
（
案
）」（
平

成
$
年
３
月
、
日
本
下
水
道

協
会
）
を
基
準
に
、「
浮
上

防
止
ロ
ッ
ク
の
採
用
」「
ボ

ル
ト
緊
結
に
よ
る
無
収
縮
モ

ル
タ
ル
施
工
」な
ど
を
図
っ

て
い
る
。ま
た
、
冬
場
の
凍

結
防
止
策
と
し
て
、
一
部
の

マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
に
、
溶
着

式
ス
リ
ッ
プ
防
止
シ
ー
ト
を

設
置
し
て
い
る
。

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、

宇
都
課
長
補
佐
は
「
マ
ン
ホ

ー
ル
ふ
た
の
調
査
手
段
、
判

定
基
準
の
確
立
」と
し
た
上

で
、「
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の
耐

用
年
数
は
、
車
道
部
で
�
年

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
交
通
量

の
多
い
場
所
の
調
査
は
困
難

で
す
の
で
、
他
部
局
な
ど
の

協
力
も
得
な
が
ら
、
エ
リ
ア

を
絞
っ
た
効
率
的
な
調
査
が

不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
老
朽

度
を
民
間
企
業
な
ど
も
判
断

で
き
る
よ
う
、
全
国
的
に
判

定
基
準
の
統
一
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
下
水
道
新
技
術
推

進
機
構
が
共
同
研
究
で
実
施

し
た

下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル

ふ
た
の
調
査
・
診
断
・
更
新

に
関
す
る
研
究
�
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
取
り
ま
と
め
て
い
る

そ
う
な
の
で
、
大
い
に
参
考

に
し
た
い
で
す
ね
」
と
期
待

を
寄
せ
る
。

一
方
、
同
市
で
は
マ
ン
ホ

ー
ル
ふ
た
と
と
も
に
、
管
渠

な
ど
の
老
朽
化
も
進
ん
で
い

る
。
下
水
道
新
技
術
推
進
機

構
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
活

用
し
、
施
設
の
長
寿
命
化
を

図
る
こ
と
に
し
て
お
り
、「
国

に
対
し
て
は
、
本
市
も
活
用

し
た
『
下
水
道
未
普
及
解
消

ク
イ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

の
よ
う
な
、
地
元
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
施
策
が
、
さ
ら

に
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
要
望

し
た
い
と
思
い
ま
す
」（
宇

都
課
長
補
佐
）
と
語
り
、
締

め
く
く
っ
た
。

長寿命化計画で老朽ふた取替
国庫補助活用で更新量増やす

マンホールふたの更新工事（日置市）

ルルポポ ママンンホホーールルふふたたをを取取りり込込んんだだ長長寿寿命命化化計計画画策策定定のの取取りり組組みみ
下下水水道道機機構構・・技技術術ママニニュュアアルルのの発発刊刊ででささららにに拡拡大大へへ
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新山主幹

ふ
た
単
独
の
長
寿
命
化
計
画
策
定

宇都課長補佐

技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
大
き
な
期
待

計
画
的
更
新
と
長
寿
命
化
へ

全
体
構
想
策
定
し
優
先
順
位

路面破損Ａランク

地盤段差Ａランク

直営で外観調査
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